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YAKUJI-Shinbou，sVirtualRadioStation

YAKUJl辛抱（以下，SHlNBOU）：放送をお聞

きの皆さん，こんにちは。病院薬剤師の強力なサ

ポーター，「YAKUJI辛抱」です。軽快なサンバ

のリズムに乗せてお届けする，アナタのための

｢"ノリノリ”薬剤師インタビュー｣。今日は，山

口県から「FUGUKAWA（ふぐ皮)」さんをお招

きしてお送りします。どうぞ，最後まで，お楽し

み下さい。（J）テーマ音楽》）

ＦＵＧＵＫＡＷＡさん，はじめまして。今日は，

お忙しいところ，ありがとうございます。

ＦＵＧＵＫＡＷＡ（以下，ＦＵＧＵ）：こちらこそ，

お招きいただき，ありがとうございます。よろし

くお願いします。

SHlNBOU：ＦＵＧＵＫＡＷＡさんは2010年９月に

山口大学病院に異動されたということですが，山

口に何かご縁でもありましたか？ご先祖が“松

下村塾”で学ばれたとか……。

ＦＵＧＵ：いえ，特に……。でも，接点，ありま

すね。若い頃，上司との関係が悪く，アルコール

量が増えた時期がありました。３１歳の時，山口県

病院薬剤師会から，講演依頼をいただきました。

精神的に苦しかった頃なので,飛び上がりました。

この講演依頼が，更生のきっかけになりました…

Ｏ

ＳＨｌＮＢＯＵ：更生のきっかけ？そうですか･･･

…。一部では，まだ更生していないとの噂もあり

ますが……。ま，それはさておき，山口での生活，
いかがですか？

ＦＵＧＵ：もう何年も前から住んでいるくらい，

なじんでいます。どこでも生活できるタイプなん

です，きっと。特に，生まれ育ちが雪国なので，

雪のない冬はとても新鮮です。

SHlNBOU：ＦＵＧＵＫＡＷＡさんは，以前，治験

や医療安全のマメジメントをされていましたね。

今回，再び薬剤部に戻られましたが，いかがです

か？薬剤部以外での仕事経験は，どのように役

立っていますか？

ＦＵＧＵ：治験を含む臨床研究のマネジメント，

山口大学大学院教授／医学部附属病院薬剤部長

古川裕之

そして，医療安全マネジメントの経験は，とても

貴重です。薬剤部を離れていた８年間，これらの

仕事を通して外から薬剤業務を観察することがで

きました。外国に住みながら，日本のことを改め

て考え直す，そんな感じですね。薬剤部門のいい

所と悪い所が，よく理解できました。今，その経

験を生かして，薬剤師に求められている仕事の展

開に取り組んでいます。

SHINBOU：ＦＵＧＵＫＡＷＡさんは，患者の自覚

症状に基づく「副作用シグナル検出シート」を考

案し，その普及を進めていますが，この取り組み

もその一環ですか？

ＦＵＧＵ：はい。薬剤師の重要な役割は，重篤な

副作用から患者を守ることと考えています。身体

の異常は，本人が最初に気づきます。でも，調剤

薬を渡す時，副作用を確認するために「何か変

わったことがありますか？」と尋ねても，患者は

答えにくいのではと思いました。そこで，分かり

やすいイラストを用いた確認シートを用いて異常

の有無を患者に確認することで，副作用のシグナ

ルを早期に検出しようと考えたわけです。メリハ

リを付けるために，発売１年以内の新薬とハイリ

スク薬が投与されている患者に特に注目していま

す。

SHINBOU：なるほど。では，その試み，期待

どおりの効果をあげていますか？

ＦＵＧＵ：すでに１年以上継続していますが，ま

だ地域限定の取り組みなので,何とも言えません。

ただ，ある製薬会社のコンテストで準グランプリ

をいただきましたので，これを機会に利用が広

がっていくことを期待しています。また，最近，

smartphoneを用いたシステムの共同開発を始め

ました。

ＳＨＩＮＢＯＵ：ところで，今回の診療報酬改定で

新設された「病棟薬剤業務実施加算」について，

どのように思われますか？

ＦＵＧＵ：そうですね。今回，病棟業務が評価さ

れると思っていましたが，このような形で実現す
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るとは予想外でした。

SHINBOU：予想外……とは，どういうことで

すか？

ＦＵＧＵ：これまでの服薬指導を中心とした薬剤

管理指導業務の延長だと思っていました。ところ

が，違いました。薬剤管理指導業務は個々の患者

に向けた業務に対する“個別評価”なので，関与

した患者のみが対象です。一方，入院基本料等加

算に含まれる病棟薬剤業務は感染対策防止加算の

ように“体制評価”なので，病棟単位ではなく全

病棟が対象となります。このことは，とても意味

のある変化です。そして，業務時間が週20時間と

具体的に示されたことも篤きです。これに，これ

までの薬剤管理指導業務の週１０時間を加えると週

30時間，つまり，１日の75%が病棟関連業務です。

これは，1988年の“１００点業務”新設以来の大き

な出来事です。それも，６年制薬学部第１期生の

卒業と同じ年に新設というのは，タイミングが良

過ぎます，ほんと。

SHINBOU：確かに……。それで，何か具体的

な取り組み，されていますか？

ＦＵＧＵ：準備は，昨年４月から始めています。

病棟での業務は，中央業務と違って，標準化が遅

れています。担当薬剤師間のバラツキが大きいで

す。そこで，バラツキを少なくするために，最も

時間を要している事前調査（下調べ）と記録の効

率化の検討を始めました。そこでは，患者観察項

目の検討，また，自分自身のための記録から医

師・看護師に役立つ記録への改革などを重視して

います。

SHlNBOU：それで，病棟薬剤業務の取り組み

は順調に進行していますか？

ＦＵＧＵ：いえ。残念ながら，スタッフ数が足り

なくて，全病棟で業務を開始できません。とりあ

えず，４月から，モデルフロア（２看護単位）を

決めて，2013年４月からの全面展開に向けた業務

モデルの構築を開始しています｡うれしいことに，

病棟の医師と看護師は，とても協力的です。もち

ろん，病院側には，新業務展開による収支見込み

を示しながら薬剤師増員をお願いしています。必

要な人数の薬剤師を確保するには，遅くても10月

までには募集開始しなくてはなりません｡これは，

薬剤部門トップの大切な仕事です。

SHlNBOU：ＦＵＧＵＫＡＷＡさん。何か他に言い

残したことはありませんか？

ＦＵＧＵ：はい。あります。製造販売後調査のこ

とです。ちょっと長くなりますが……。「ドラッ

ク・ラグ（druglag)」対策として，2006年頃か

ら海外データと限られた日本人データに基づく承

認審査が行われるようになりました。その結果，

一部の医薬品で，日本人での有効性と安全性を確

認するためのデータを，投与された全患者を対象

として市販後に収集することが必要になりまし

た。背景が背景だけに，データの質が重要になり

ます。具体的には，承認時に「全例調査」という

条件が付けられるようになったわけです。その調

査用の症例票への記載，これが医師にとって大き

な負担です。一部では，薬剤師（あるいはCRC）

がサポートしていますが,副作用の多い薬剤では，

なかなか大変な業務量になっています。

SHINBOU：なるほど。問題解決のための提案，

何かありますか？

ＦＵＧＵ：製造販売後調査の役割が大きく変化し

ているのにもかかわらず，調査経費が「医療用医

薬品製造販売業公正競争規約」で定められている

点は疑問です。調査の必要性は医師も薬剤師も理

解しています。でも，調査票記載の負担を考える

と,その新薬を使いたくないというのが本音です。

つまり，今の製造販売後調査は,過去とは異なり，

使用誘導にはなっていません。新しい目的の製造

販売後調査を有効かつ円滑に機能させるには，こ

の現実を正しく理解し，業務量に見合う経費設定

のしくみ作りが必要です。

ＳＨｌＮＢＯＵ：なるほど。だんだん熱くなってき

ましたね。でも，残念ながら，そろそろ時間です。

では，ＦＵＧＵＫＡＷＡさん，最後に，リスナーの

皆さんにメッセージ，お願いします。

ＦＵＧＵ：はい。今回の「病棟薬剤業務実施」と

いう大きな宿題に対しては，薬剤部門のトップ自

らが先頭に立ち，スタッフと一緒に進まなければ

ならないと思っています。できれば，その過程で，

新しい道を作る楽しみを次の世代に実感してもら

いたいと願っています。確かに，険しい道のりで

す。でも，笑顔を忘れず，一緒に道を開いていく

しかありません。何より，トップの“SMILE”

が重要です。

SHINBOU：は～い，ＦＵＧＵＫＡＷＡさん，今日

はありがとうございました。ＦＵＧＵＫＡＷＡさん

からのメッセージ，全国のリスナーに届くことを

祈ります。（）テーマ音楽》）

いつものテーマ音楽が流れてきました。今日の

｢"ノリノリ”薬剤師インタビュー｣，いかがだっ

たでしょうか？ぜひ，番組の感想をお聞かせ下

さい。では，全国の皆さん，また来週，お耳にか

かりましょう。お相手は，病院薬剤師の強力サ

ポーター，「SHnvBOU」でした。ＣＨＡＯ!！
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世界にま だない<すりのた め に 。

〈本誌綱領》

本誌は日本病院薬剤師会に協力して会貝間の連携を強め，会の発展と会員職能の

向上に努める。

本誌は常に誌而提供の機会を均等に保ち，臨床薬学，剤界情報の媒体として，わ
が国薬学薬業の発展に努める。

わたしたちは挑戦を続けます。

》
まだない<すりを待つ世界中の人たちの、期待にこたえたい。

世界の明日を変える－錠のために~

まだ治せない病気とたたかう人たちの、支えになりたい。


